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本
市
初
の
土
木
遺
産
に

土
木
遺
産
と
は

　
公
益
社
団
法
人
・
土
木
学
会
が
、
歴

史
的
価
値
が
あ
る
と
認
定
し
た
土
木
構

造
物
で
す
。
認
定
制
度
は
、
技
術
的
・

デ
ザ
イ
ン
的
に
優
れ
て
い
る
構
造
物
、

由
来
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
豊
富
な
構
造
物

の
保
存
を
促
進
す
る
目
的
で
、
平
成
12

年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
度

は
全
国
で
22
カ
所
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
と
、
そ
の

構
造
物
の
知
名
度
・
文
化
的
価
値
の
向

上
、
貴
重
な
歴
史
的
構
造
物
と
し
て
保

護
す
る
こ
と
へ
の
地
域
住
民
の
意
識
向

上
な
ど
の
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

市
内
初
の
認
定

　
本
市
か
ら
は
、
電
車
道
に
あ
る
2
本

の
ト
ン
ネ
ル
「
成
宗
電
車
第
一
、
第
二

ト
ン
ネ
ル
」
が
、
土
木
遺
産
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
成
宗
電
車
第
一
、
第
二
ト
ン
ネ
ル
は
、

明
治
43（
1
9
1
0
）年
に
建
設
さ
れ
た

れ
ん
が
造
り
の
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
で
す
。

形
態
的
に
ほ
ぼ
同
一
な
2
本
の
ト
ン
ネ

ル
が
連
続
し
て
い
る
姿
は
珍
し
く
、
趣

が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
理
由
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

電
車
道
と
ト
ン
ネ
ル
の
歴
史

　
ト
ン
ネ
ル
が
位
置
す
る
道
は
か
つ

て
、
千
葉
県
で
最
初
の
電
車
「
成
宗
電

車
」
の
軌
道
で
し
た
。
成
宗
電
車
は
明

治
43
年
に
開
通
し
、
成
田
駅
前
と
成
田

山
新
勝
寺
・
宗
吾
霊
堂
を
そ
れ
ぞ
れ
結

ん
で
運
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
19

（
1
9
4
4
）年
に
廃
止
。
軌
道
敷
を
そ

の
ま
ま
道
路
に
転
用
し
た
た
め
、「
電

車
道
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
当
初
、
成
宗
電
車
の
軌
道
は
参
道
に

敷
か
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
地
元
住
民

の
意
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
計
画
が
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
参
道
を
迂う

回か
い
し
て
門
前
に
至
る
ル
ー
ト
に
変
更
さ

れ
、
軌
道
を
敷
く
た
め
の
ト
ン
ネ
ル
が

掘
削
さ
れ
ま
し
た
。

　
か
つ
て
の
軌
道
敷
は
市
道
に
な
り

ま
し
た
が
、
2
本
の
ト
ン
ネ
ル
は
約

1
0
0
年
前
の
建
設
当
時
の
原
形
を
と

ど
め
た
ま
ま
残
り
、
当
時
の
面
影
を
色

濃
く
残
し
て
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
道
路
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
5
1
）へ
。

京
成
成
田
駅
か
ら
成
田
山
新
勝
寺
総
門
前
に
至
る
市
道
で
、
電
車
道
の
名
で
市
民
に
親
し
ま
れ
て

い
る
新
葉
石
門
前
線
に
あ
る
、
約
1
0
0
年
前
に
造
ら
れ
た
2
本
の
れ
ん
が
造
り
の
ト
ン
ネ
ル
が
、

本
市
で
は
初
と
な
る
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

成田幼稚園下を通る
成宗電車

現在の成宗電車第二トンネル
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道
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ル

ン
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